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12
月
を
迎
え
、
早
い
も
の
で
今
年

も
あ
と
１
ヶ
月
と
な
り
ま
し
た
。

　
社
協
で
は
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金

運
動
や
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
を
皆

様
の
ご
協
力
に
よ
り
、
実
施
中
で
す
。

　
さ
て
、
今
の
時
期
、
風
邪
の
予
防

対
策
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
方
も
多

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
?

　
そ
こ
で
、
風
邪
の
予
防
に
効
果
の

あ
る
方
法
を
１
つ
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
そ
れ
は
、
こ
の
時
期
皆
さ
ん
が
よ

く
食
べ
る
「
鍋
」
で
す
。

　
た
だ
し
、
た
だ
の
鍋
で
は
な
く
、

「
鶏
鍋
」
で
、
材
料
に
は
、
「
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
２
」
が
多
く
含
ま
れ
る
、
鶏

の
モ
モ
肉
を
使
い
、
一
緒
に
「
β
カ

ロ
テ
ン
」
が
多
く
含
ま
れ
る
、
緑
黄

色
野
菜
を
組
み
合
わ
せ
る
の
が
良
い

よ
う
で
す
。

　
今
年
は
、
寒
さ
を
し
の
ぎ
つ
つ
、

風
邪
の
予
防
も
で
き
る
「
鶏
鍋
」
を

試
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

オープニングをかざった「みのり太鼓」
２００６ふるさと・ふれあい広場くりやまから

ご厚志ありがとうございます

　平成18年６月21日以降　平成18年11月20日までに

　お寄せいただいた方

●金一封
若　狭　敏　恵 様 朝日３ 母の逝去による供養

萬　　　ヤヱ子 様 富　士 夫の逝去による供養

斉　藤　幸　枝 様 朝日２ 夫の逝去による供養

髙　田　邦　男 様 雨煙別 母の逝去による供養

岩　部　　　洋 様 角　田 母の逝去による供養

富　田　　　聡 様 安平町 社会福祉事業へ

太　田　勇　吉 様 中　里 母の逝去による供養

川　田　　　慶 様 継　立 夫の逝去による供養

ひまわりグループ（長谷川　アイ子代表）　様

　　　　　　　　　　　　　　社会福祉事業へ

ドリンクラリー実行委員会（吉田　輝雄会長）様

　　　　　　　　　　　　　社会福祉事業へ

栗山町月見草の会緑綬褒章受章　～社会奉仕活動功績～栗山町月見草の会緑綬褒章受章　～社会奉仕活動功績～

●社会福祉貢献者表彰……………………２

●ふるさと・ふれあい広場くりやま……３

●赤い羽根共同募金・歳末たすけあい運動…４

●社会福祉協議会事業報告………………５

●生活福祉資金貸付制度のご案内………６

●苦情解決・個人情報保護について……７

●栗山町月見草の会緑綬褒章授章………８

▲

現
在
の
役
員
さ
ん

小　澤　茂　晴 様 中央３ 父の逝去による供養

藤　森　洋　平 様 雨煙別 父の逝去による供養

栗山高等学校生徒会　様　 社会福祉事業へ

山　崎　耕　一 様 中　里 父の逝去による供養

蔵　田　セ　ツ 様 中　里 夫の逝去による供養

栗山菊好友会（松本　登志雄代表）様

　　　　　　　　　　　　 社会福祉事業へ

▲

栗
山
高
校
生
徒
会
さ
ん
よ
り

学
校
祭
収
益
金
を
ご
寄
付

い
た
だ
き
ま
し
た

【会の歩み】
栗山町月見草の会は、婦人の力で地域の連帯と

人間性の回復を目指し、地域社会の幸せを高めて

いこうと昭和48年「栗山町婦人ボランティア」(会

員15名)として発足し、昭和58年に名称を現在の

「栗山町月見草の会」となりました。（現会員71名）

【これまでの活動内容】
・昭和48年～１人暮らしや寝たきりの高齢者の

　　　　　　　訪問活動

・昭和57年～１人暮らし高齢者の安否確認を目

　　　　　　　的とした給食（現配食）サービス

　・平成３年～特別養護老人ホームでシーツ交換、

　　　　　　　利用者の身の回りの世話、清掃、

　　　　　　　話し相手等

・平成８年～くりのさと喫茶の実施

・平成15年～研修やイベント時のボランティア

【現在の主な活動内容】
・配食サービス（週２回）への協力

・研修やイベント時のボランティア

・花いっぱい運動（花苗の区分け作業）

・赤い羽根共同募金運動 街頭募金への協力

・ふれあいレクリエーションへの協力

・会員の研修会開催、各種研修会への参加等
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社会福祉貢献者表彰
　11月５日（日）開催の２００６ふるさと・ふれあい広
場くりやまにおいて、福祉事業に寄与された方々が社会
福祉貢献者として、表彰されました。

【社会福祉功労表彰】

【感謝状贈呈者（高額寄付者）】 ※平成17年11月１日～平成18年10月31日までの１年間にお寄せ頂いたご寄付です。

　継立町内連合会長として多年に

わたり活動し、地域住民の親睦融

和を図り、地域福祉の向上に尽く

され、明るいまちづくりに寄与す

る。

　月見草の会会員・役員として多

年にわたり会をささえ、ボランテ

ィア活動に積極的に参加し、地域

福祉の向上に寄与する。

　母子寡婦会の副会長、監事とし

て多年にわたり会の健全運営と母

子福祉の向上を図ると共に、ボラ

ンティア活動に積極的に参加し、

地域福祉の向上に寄与する。

　ことばを育てる親の会の役員と

して多年にわたり、ことばに障害

を持つこどもたちのために尽力さ

れると共にボランティ活動に積極

的に参加するなど、地域福祉の向

上に寄与する。

　８区町内会長として多年にわた

り活動し、地域住民の親睦融和を

図り、地域福祉の向上に尽くされ、

明るいまちづくりに寄与する。

星 野 貞 夫 様（中央1丁目）

　母子寡婦会の副会長、会長とし

て多年に渡り会の健全運営と母子

福祉の向上を図ると共に、ボラン

ティア活動に積極的に参加し、地

域福祉の向上に寄与する。

遠 藤 澄 江 様（中 里）

小田嶋 京 子 様（朝日４丁目）

山 本 光 子 様（朝日3丁目）

　９区町内会長として多年にわた

り活動し、地域住民の親睦融和を

図り、地域福祉の向上に尽くされ、

明るいまちづくりに寄与する。

鳴 海　  登 様（中央1丁目）

木 内　勲 雄 様（継 立）

三 浦 節 子 様（朝日４丁目）

片 山 惠 子 様（松風２丁目）

髙 倉　　淳 様（松風２丁目）

小 澤 茂 晴 様（中央３丁目）

干 場 梅 代 様（中央４丁目）

坂 本 伸 茂 様（桜丘１丁目）

斉 藤 幸 枝 様（朝日２丁目）

若 狭 敏 惠 様（朝日３丁目）

土 田 繁 春 様（中　里）

梅 基　　正 様（富　士）

萬　 ヤヱ子 様（富　士）

塚 本 昭 紀 様（北学田）

藤 森 洋 平 様（雨煙別）

髙 田 邦 男 様（雨煙別）

須 田 幸 子 様（角　田）

岩 部　  洋 様（角　田）

川 田　  慶 様（継　立）

青 木 一 夫 様（杵　臼）

ドリンクラリー実行委員会 様

栗 山 地 区 連 合 会 様

栗山カラオケ同好会 様

苦情解決・個人情報保護について
　　　　　　　～栗山町社会福祉協議会～
苦情解決・個人情報保護について
　　　　　　　～栗山町社会福祉協議会～

●苦情はありませんか？

　栗山町社会福祉協議会では、町民の皆さん

の幸せを高めるため、各種福祉サービス事業

（地域福祉活動の推進、ボランティア活動の

推進、生活福祉資金の貸付、心配ごと相談、

訪問介護、居宅介護支援など）を進めていま

すが、こうした取り組みについての苦情をお

受けしています。

●栗山町社会福祉協議会は次の方針に基づき、個人情報を保護しています。

１．本会は、個人の人格尊重の理念のもとに、関係法令等を遵守、実施するあらゆる事業に

　おいて、個人情報を慎重に取り扱います。

２．本会は、個人情報を適法かつ適正な方法で取得します。

３．本会は、個人情報の利用目的をできる限り特定するとともに、その利用目的の範囲での

　み個人情報を利用します。

４．本会は、あらかじめ明示した範囲及び法令等の規定に基づく場合を除いて、個人情報を

　事前に本人の同意を得ることなく外部に提供しません。

５．本会は、個人情報を正確な状態に保つとともに、漏えい・滅失・き損などを防止するた

　め、適切な措置を講じます。

６．本会は、本人が自己の個人情報について、開示・訂正・追加・削除・利用停止を求める権利

　を有していることを確認し、これらの申し出があった場合には速やかに対応します。

７．本会は、個人情報の取り扱いに関する苦情があったときは、適切かつ速やかに対応します。

８．本会は、個人情報を保護するために適切な管理体制を講じるとともに、役職員の個人情

　報に関する意識啓発に努めます。

●苦情の解決に向けて

・苦情は匿名でも受付けます。その場の回答

　ができないこともありますので、了承くだ

　さい。

・苦情内容について状況の調査、利用者の意

　向確認をさせていただきます。

・本会では円滑、かつ円満に苦情の解決をは

　かり、各サービス内容の向上をめざしてお

　りますので、本会の取り組みを通じて困っ

　たこと、不愉快だったこと、悩んでしまっ

　たことを是非お寄せください。

●苦情の受付

　栗山町社会福祉協議会では、苦情解決のた

め「受付」として、事務局窓口、手紙、はがき、

電話、ファックスによることにしています。

ご安
心下
さい
！

ご安
心下
さい
！

◆栗山町社会福祉協議会が提供する福祉サービスへの苦情窓口

◆個人情報の取り扱い

・苦情解決責任者　事務局長　前田　勝治

・苦情受付担当者　業務係長　小南　治朗

心ふれあう地域づくり推進会議
　 ～安心・安全な地域づくりを協議～

心ふれあう地域づくり推進会議
　 ～安心・安全な地域づくりを協議～

　社協は、11月17日、「しゃるる」にて子どもや高齢者を見守り支えあ

い、誰もが安心して暮らすことのできる地域づくりを推進するため、町

内会・自治会、福祉・教育・まちづくり団体、行政など22の機関・団体による

「栗山町心ふれあう地域づくり推進会議」を開催しました。

　会議は、各団体が抱える課題について情報交換し、近い将来想定され

る地域問題も踏まえて、望ましい地域づくりについて、道内外の先進地

事例などを学習・調査・協議を重ね、広く関係者の意見を聞く機会を設

けるなど、来春をメドに推進会議の考え方をまとめることを決めました。

　また、会長には吉田社協会長が選出されました。
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や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
、

　
　
　
心
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
を
実
現
し
よ
う
！

　
　
　
　
　
～
２
０
０
６
ふ
る
さ
と
・
ふ
れ
あ
い
広
場
く
り
や
ま
～

や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
、

　
　
　
心
の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
を
実
現
し
よ
う
！

　
　
　
　
　
～
２
０
０
６
ふ
る
さ
と
・
ふ
れ
あ
い
広
場
く
り
や
ま
～

▲栗山赤十字病院さんからは
「目の成人病」についての
お話をいただきました。

　
11
月
５
日
、「
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
、
心

の
ふ
れ
あ
う
ま
ち
を
実
現
し
よ
う
!
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
「
２
０
０
６
ふ
る
さ
と
・

ふ
れ
あ
い
広
場
く
り
や
ま
」
を
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
「
ふ
れ
あ
い
広
場

く
り
や
ま
」
と
「
Ｆ
Ｕ
Ｒ
Ｕ
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｏ
２

０
０
６
」
の
共
催
で
、�

郷
土
芸
能
の
理
解

と
振
興
を
図
り
、
町
民
み
ん
な
の
手
に
よ

る
み
ん
な
の
た
め
の
福
祉
推
進
を
実
践
し

て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
い
ま
し
た
。

　
来
場
者
が
、
町
内
外
か
ら
約
１
，
５
０

０
名
と
な
る
中
、
10
時
か
ら
の
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
に
は
、
出
演
順
に
み
の
り
太
鼓
、

栗
山
親
子
獅
子
舞
、
か
さ
お
ど
り
（
栗
山
・

角
田
・
継
立
）
、
く
り
や
ま
Ｏ
Ｈ
!
夢
乱

咲
、
銭
だ
い
こ
、
め
ぐ
み
幼
稚
園
、
栗
山

保
育
所
、
栗
山
赤
十
字
病
院
、
角
田
獅
子

舞
、
艶
美
火
舞
羅
の
計
10
団
体
に
出
演
・

講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
、
福
祉
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
に
よ
る
ふ
れ
あ
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
や

福
祉
介
護
用
品
展
示
即
売
と
ふ
れ
あ
い
コ

ー
ナ
ー
・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
、
健
康
相
談
コ

ー
ナ
ー
・
紙
芝
居
な
ど
が
行
わ
れ
、
午
後

か
ら
は
昨
年
好
評
を
い
た
だ
い
た
「
ふ
れ

あ
い
大
抽
選
会
」
を
実
施
!

　
緊
張
の
中
で
行
わ
れ
た
大
抽
選
会
で
は
、

見
事
に
幸
運
を
手
に
し
た
方
に
そ
れ
ぞ
れ

賞
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▲準備や片付けは出店団体、
企業ボランティアのエイブ
ルスティックさんなどが協
力し合い実施しました

▲

会
場
を
ま
わ
っ
た
か
さ
お
ど
り

▲

銭
だ
い
こ
の
熱
演

▲

幸
運
を
手
に
し
た
喜
び
の
瞬
間
!

▲

園
児
た
ち
の
息
の
合
っ
た
演
技

生活福祉資金貸付制度のご案内生活福祉資金貸付制度のご案内
◆生活福祉資金貸付制度とは？
　　生活福祉資金貸付制度は、厚生労働省の要綱

　に基づき、他の貸付制度が利用できない、また

　は他制度を活用しても不足が生じる低所得世帯

　や障がい者・高齢者世帯の経済的自立と生活の

　安定を目指す制度です。

◆制度をご利用いただける方
　　●低所得世帯／世帯収入が一定基準以下の方

◆貸付する条件
　　●原則として連帯保証人が１名必要です。

　　●お住まいの地域の民生委員による指導のも

　　　とに貸付、償還を行います。

　　●債務整理中の方は利用できません。

　　●発注・購入及び支払済みの経費は対象外です。

◆返済方法等
　　●返済は元金・利子均等の口座振替による月

　　　賦返済で、郵政公社または北海道銀行・北

　　　洋銀行のみご利用できます。

　　●貸付利息は年３％です。（修学資金及び療

　　　養・介護資金は無利子）

　　●約束された期間に返済できなかった場合、

　　　残元金に対して延滞利子（年10.75％）が

　　　日割りで加算されます。

◆申込み・お問合せ
　　●ご相談、申込みの窓口はお住まいの社会福

　　　祉協議会または地域の民生委員です。

　　　どうぞお気軽にお問い合わせください。

　　●相談受付・貸付申請から実際の貸付までに

　　　は審査等があり、１カ月程度かかりますの

　　　で、お急ぎの場合はお早めにご相談下さい。

　　●障がい者世帯／身体障害者手帳、療育手帳、

　　　　　　　　　　精神障害者福祉保健手帳の

　　　　　　　　　　交付を受けている方の属す

　　　　　　　　　　る世帯

　　●高齢者世帯／６５歳以上の介護を必要と

　　　　　　　　　　する高齢者の属する世帯

　貸付対象となる世帯年間収入の目安

　　世帯人員　　　 年間世帯収入

　　１人世帯　　３６０万円程度まで

　　２人世帯　　４２０万円程度まで

　　３人世帯　　４８０万円程度まで

　　４人世帯　　５４０万円程度まで

　　５人世帯　　６００万円程度まで

　　６人世帯　　６６０万円程度まで

　　以下１人当たり加算額：６０万円

２,８００,０００円以内

４,６００,０００円以内

１,１００,０００円以内

１,３００,０００円以内

５００,０００円以内

１,２００,０００円以内

２,０００,０００円以内

４,７０４,０００円以内

２,５００,０００円以内

月額　３５,０００円以内

月額　６０,０００円以内

月額　６０,０００円以内

月額　６５,０００円以内

５００,０００円以内

１,７００,０００円以内

１,５００,０００円以内

５０,０００円以内

貸付限度額

低所得世帯

障害者世帯

低所得世帯

障害者世帯

福　 　　祉　 　　費

障害者等福祉用具購入費

障害者自動車購入費

中国残留邦人等国民年金追納費

高 　　校

高等専門学校

短期大学

大 　　学

就 学 支 度 費  

資 金 種 類

１２カ月以内

１８カ月以内

６カ月以内

６カ月以内

６カ月以内

卒　業　後

６カ月以内

６カ月以内

１２カ月以内

２カ月以内

１２ヵ月以内

据　置

７年以内

９年以内

８年以内

３年以内

６年以内

１０年以内

７年以内

１５年以内

５年以内

７年以内

４カ月

７年以内

償　還

３％

３％

３％

無利子

無利子

３％

３％

３％

利　子

生 業 費

技能修得費

更生資金

福祉資金

修学資金

住 宅 資 金

修学費

療養・介護等資金

災 害 援 護 資 金

緊 急 小 口 資 金

離職者支援資金
月額 ２００,０００円以内

（単身世帯は１００,０００円以内）

◆生活福祉資金貸付限度額と条件 《平成18年８月現在》



－　４　－－　５　－

　
６
月
28
日
、
平
成
18
年
度
栗

山
町
共
同
募
金
委
員
会
（
丸
山

忠
信
会
長
）
総
会
が
開
催
さ
れ
、

今
年
度
の
募
金
運
動
案
、
役
員

の
改
選
（
任
期
２
年
）
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
運
動
は
共
同
募
金
が
10
月
１

日
か
ら
実
施
さ
れ
て
お
り
、
歳

末
た
す
け
あ
い
募
金
は
12
月
１

日
か
ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

　
募
金
活
動
は
、
地
域
の
共
同

募
金
委
員
さ
ん
を
通
し
て
展
開

さ
れ
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

平
成
18
年
度
目
標
額

　
○
赤
い
羽
根
共
同
募
金

　
　
２
，
３
０
３
，
３
０
０
円

　
○
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

　
　
２
，
１
６
４
，
２
６
７
円

赤
い
羽
根
共
同
募
金
・

         

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
に
ご
協
力
を
！

　
　
　
【
役
　
員
】

　
会
　
長

　
　
丸
　
山
　
忠
　
信（
再
任
）

　
副
会
長

　
　
宇
佐
美
　
鉄
　
男（
再
任
）

　
　
松
　
原
　
由
　
典（
新
任
）

 
  
 

谷
　
口
　
　
　
勲（ 
〃 

）

　
理
　
事

　
　
野
　
原
　
信
　
子（
再
任
）

　
　
丸
　
山
　
紘
　
司（ 

〃 

）

　
　
渋
　
谷
　
悦
　
朗（ 

〃 

）

　
　
井
　
波
　
俊
　
一（ 

〃 

）

　
　
下
　
山
　
梅
　
子（
新
任
）

　
　
星
　
野
　
貞
　
夫（ 

〃 

）

　
　
市
　
川
　
耕
　
一（ 

〃 

）

　
　
柴
　
田
　
隆
　
雄（ 

〃 

）

　
　
得
　
地
　
愛
　
芳（ 

〃 

）

　
　
南
　
坂
　
明
　
憲（ 

〃 

）

　
　
国
　
田
　
俊
　
幸（ 

〃 

）

　
監
　
事

　
　
林
　
　
　
枡
太
郎（
再
任
）

　
　
友
　
成
　
光
　
男（ 

〃 

）

私たちの赤い羽根募金は
どんなことに使われてるの？

・老人クラブ連合会助成

・あったかサンタの贈り物

・高齢者歩行補助杖給付

◆高齢者支援事業
・社協広報紙「プラス愛」の発行

・ふれあい広場開催

・ボランティア団体助成

・ボランティア活動普及

・花いっぱい運動

・ふれあいサロン

・人にやさしい愛らぶ活動

・地域福祉推進フォーラム

・心配ごと相談所運営

◆住民全般を対象とした
　福祉活動事業

・青少年育成会助成

・ふれあい広場開催

◆児童・青少年支援事業

・身体障害者福祉協会助成

・手をつなぐ育成会助成

・ことばを育てる親の会助成

・すずらんの会（精神障害者家族会）助成

・ふれあいレクリエーション大会助成

◆障害児者支援事業

・福祉車両購入事業

・小規模作業所整備事業

・災害（地震、水害等）支援事業

・行事用テント購入事業

◆北海道各地の社会福祉事業へ

▲栗山高校からご協力
　いただきました

街
頭
募
金
へ

２
１
９
，
４
５
８
円

　
街
頭
募
金
は
、
今
年
も
継
立

神
社
祭
と
栗
山
天
満
宮
祭
典
時

に
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　
約
１
８
０
名
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
２

１
９
，
４
５
８
円
の
募
金
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。
　

▲継立神社祭での１コマ▲栗山天満宮祭典での１コマ

　
10
月
24
日
、
栗
山
町
社
会
福

祉
協
議
会
と
栗
山
町
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
連
絡
協
議
会
が
共
催
し
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
資
質
や
防
災

意
識
の
向
上
と
地
域
の
つ
な
が

り
の
大
切
さ
を
話
し
合
う
こ
と

を
目
的
に
人
に
や
さ
し
い
ま
ち

づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま

し
た
。

　
講
師
に
は
、
北
海
道
空
知
支

庁
よ
り
能
代
川
康
人
氏
を
招
き
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
の

会
員
・
民
生
児
童
委
員
・
社
協

の
理
事
、
評
議
員
か
ら
計
51
名

の
参
加
の
も
と
、
「
防
災
の
視

点
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
テ

ー
マ
に
災
害
に
つ
い
て
の
講
話

と
災
害
図
上
訓
練
を
実
施
い
た

し
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
７
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
講
師
か
ら
だ
さ
れ

る
課
題
を
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
話

し
合
い
、
そ
の
内
容
を
発
表
し
、

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
、「
栗
山
の
地

図
を
改
め
て
見
る
こ
と
が
な
か

っ
た
し
、
グ
ル
ー
プ
で
地
域
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
で
き
た
の

で
、
新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
し

た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

人
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
セ
ミ
ナ
ー

　
～
防
災
の
視
点
か
ら
ま
ち
づ
く
り
　
災
害
図
上
訓
練
～

▲講話では栗山の過去に起きた災害や
今後、災害が起きる可能性も題材に

▲講師の能代川先生▲災害図上訓練では、グループで活発な
話し合いが行われました。

　社協では、町内会、自治会の地域の方が参加・協力

し、外出の機会の少ない高齢者等が仲間づくり、地域

のふれあい、支えあい、語りあいの人にやさしいまち

づくりを進めていく「ふれあいサロン活動」の費用の

一部を助成（上限５万円）しております。

　平成18年度は、現在のところ４町内会、自治会から

申請があり、それぞれの地域において、お茶を飲んで

語らいをしたり、パークゴルフ・カラオケやゲーム・

健康教室などを実施して、地域の皆さんが集う場とな

っております。

　詳細につきましては、社会福祉協議会へお気軽にお

問い合わせください。

▲南町内会

▲ときわで町内会

はじめませんか？
　みんなが笑顔ふれあいサロン
はじめませんか？
　みんなが笑顔ふれあいサロン

▲

松
栄
団
地
町
内
会

▲

継
立
連
合
町
内
会


